
１．件 名「新規制基準適合性審査に関する事業者ヒアリング（柏崎刈羽６，

７号機（５１３））」 

２．日 時：平成２９年２月６日 １０時３０分～１２時００分 

３．場 所：原子力規制庁 １３階 Ｃ会議室 

４．出席者 

  原子力規制庁： 

  （新基準適合性審査チーム） 

川﨑課長補佐、江嵜安全審査官、岸野安全審査官、安田安全審査官、安

達係員、卜部原子力規制専門員 

 

事業者： 

東京電力ホールディングス株式会社：原子力設備管理部 土木耐震グルー

プマネージャー 他６名 

電源開発株式会社：原子力調査室  技術基盤タスク担当 他１名 

東北電力株式会社：火力原子力本部 原子力部副長 他１名 

日本原子力発電株式会社：開発計画室 土木グループ副長 他１名 

中部電力株式会社：原子力本部 原子力土建部 設計管理グループ 主任 

北陸電力株式会社：原子力本部原子力部 原子力耐震技術チーム担当 他

１名 

中国電力株式会社：電源事業本部 担当係長（耐震土木） 

 

５．要旨 

（１）東京電力ホールディングス株式会社から、柏崎刈羽原子力発電所６号及

び７号炉の設置許可基準規則等への適合性のうち「43条 重大事故等対

処設備」におけるアクセスルートの地盤評価について説明があった。原

子力規制庁から、以下の点について指摘を行った。 

 

○ 第一ＧＴＧケーブルダクトの浮き上がり評価対象の抽出結果について、

杭の押し込み力だけでなく杭の引き抜き力に対する検討結果も説明する

こと。 

○ 揺すり込みによる沈下率の評価について、対象地点を荒浜側３カ所とす

る代表性を説明すること。 

○ 揺すり込み沈下率の算出過程を具体的に説明すること。 

○ ５号東側保管場所の周辺斜面をすべり安定性評価対象から除く根拠につ

いては、斜面から離隔 50ｍ及び斜面高さの 1.4 倍の離隔の判定値に対し

ても検討し説明すること。 

○ ５号東側保管場所の支持性能については、杭先端支持力だけでなく杭体



の健全性も説明すること 

○ アクセスルートへの津波の繰り返し浸食の対策について説明すること。 

○ 液状化のパラメータ設定について他条文と異なる方法を用いることの考

え方を説明すること。 

 

（２）東京電力ホールディングス株式会社より、本日の指摘等について了解し

た旨の回答があった。 

 

６．その他 

提出資料：  

・柏崎刈羽原子力発電所６号及び７号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原

子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するため

に必要な技術的能力に係る審査基準」への適合状況について 

 


